
シン経済教育

公民科目を「見える公民、わかる公共」にするための授業作り

授 業 デ ザ イ ン
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経済教育ネットワーク
篠原総一



経済の定義

経済の見える化
経済とは何か──ひとことで言えば

私たちの暮らしを

互いに支え合う
社会の仕組み

経済＝お金の話、ではなく、人と人との「支え合いの仕組み」として捉え直す。
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経済を通底するキーワード
見方・考え方の見える化

希少性 効率 分業と交換 つながり 信頼 公正

希少性だから効率的に、

効率には分業と交換で、

分業と交換はつながりを生み、

つながるためには信頼が、

それでもなくならないのが不公正

03



暮らしを支える経済の要素
４つの基盤 ── どれが欠けても暮らしは成り立たない

A 市場基盤

誰が何をつくり、どう交換し、どう価格や賃金が決まるかに関わる基盤

分業 交換 価格 競争 雇用

消費

B インフラ基盤

市場や生活が実際に動くための土台

物流 決済 通信 交通 エネルギー

公益サービス

C 生活基盤

人が生活し続け、学び、働き、社会に参加し続けるための基盤

安全 健康 教育 災害対応 社会保障

D 経済社会基盤

多様な人々が支え合い、取引し、暮らしを維持するためのルール・制度・信頼の基

盤

契約 品質保証 労働法 独占禁止法

消費者保護 税・財政
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シン経済教育の狙い

普通の先生が、普通の生徒に、経済の本質について、

わずか20時間前後の授業時間内で、

みんなが

「なるほどそうか、そういうことだったのか」
と肌感覚で納得できる授業のモデルを作る
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具体的には
授業設計の２つの柱

1

つながりの具体から、経済を見る目を

身につける授業のデザイン

経済の要素（４基盤の要素の具体）と、要素と要素の

つながりの具体を利用して、経済を通底する６つの見

方・考え方の具体を学び取れる授業をつくる。

2

４基盤は教育上の工夫

４基盤の分類と要素は、経済の実際を見える化するた

めの教育上の工夫であり、それ自体が目的ではない。
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授業目次の作り方
例：

1 佐藤英司：10講

2 新井明：11講

3 市川慶太：13講

4 ・・・
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授業の進めかた
ハーバード・メソッド（ケース・スタディー・メソッド）の中高生版

1 毎時、４基盤の具体がイメージできるポンチ絵を見せる

2 先生が、身近なケース（あるいは生徒の胸に刺さる問いかけ）を用意する

3 教室でケースについて議論する（先生は生徒の議論の交通整理役）

4 先生が学びをまとめる

5 ケースについて学んだことを一般化する（他の基盤でも同じ問題が起こることに気づかせる問いと考えるヒントを３問

ほど用意する）
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ネット取引に例えると
本日の提案・報告の位置付け

杉浦・市川報告 取引のアプリ（教室で使う授業案）

新井提案 プラットフォームとアプリの橋渡し

佐藤提案 ネット取引のプラットフォーム（楽天、アマゾン…）

篠原提案 経済教育のOSのようなもの
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